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酪
∵
畢
工
学
二
圃
：
に
∴
皇

醐
軸
艶
聞
感
岡
蘭

㌧‥・

菅
疇
研
究
施
設
拒
加
え
、
国
辱
由
轟
も

寧
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
・
丑
弗
施
顎
ア
ザ

イ
ン
な
ど
、
l

と
し
■
て
■
田
景
観
要
素

を
加
味
し
た
新
し
い
諸
施
策
に
よ
り
、
l

昭
和
占
七
年
、
野
幌
確
農
学
校
と
し

て
現
在
地
に
開
校
さ
れ
て
以
来
、
靖
鹿

学
園
が
証
別
市
田
近
代
的
都
市
芸
義

軍
亡
鞭
を
一
つ
に
し
て
発
展
さ
れ
て
い

る
こ
と
曜
誠
に
ご
同
壁
聖
苦
苗
畠

り
ま
す
。
酪
農
学
園
は
、
車
乗
田
使
命
で
あ
る

学
術
研
究
の
推
進
と
優
れ
た
丸
村
中
養

成
な
ど
の
教
育
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
活
動
な
■
軍
の
面
旺
お
い
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
江

別
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
も
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
中
将
旺
梓
購
い

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
江
別
を
イ
メ

‥
ジ
す
る
と
き
に
は
誰
も
が
思
い
浮
か

揺
る
象
徴
的
な
景
色
で
も
あ
堕
電
線
豊

か
な
街
づ
く
り
を
進
め
る
江
別
市
が
誇

る
べ
き
空
間
で
も
あ
り
ま
す
亡
江
別
市

は
、
文
数
都
市
と
し
て
集
積
さ
れ
た
敦

都
市
空
間
旺
轟
け
る

快
適
指
数

が
年
々
向
上
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
快
適
環
境
の
面
的
菰
大
の
推
進

旺
酪
農
学
圃
キ
ャ
ン
パ
ス
は
尭
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
空
間
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
多
く
由
市
民
が
貴
キ
ヤ
ン
パ
扇
旺

愛
着
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
槙
と
も
、
そ
の
維
持
に
平

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

市
は
本
年
、
市
制
施
行
四
口
周

牢
を
迎
見
る
と
と
も
に
、
症
別
市
新
組

合
計
画
」
の
硬
期
一
〇
ケ
年
計
画
の
東

軍
藍
慧
讐
去
有
産
す
。
本
計
画
は
、

道
央
圏
に
お
け
る
本
格
都
市
と
し
て
一

五
万
都
市
を
展
望
し
た
二
一
一
世
紀
旺

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
を
創
造
す
る
た
め
の

指
針
で
あ
り
ま
ず
や
本
計
画
の
埴
琴
の

〓
謡
東
学
と
の
連
携
金
華
彗
志
首

ま
す
。
都
市
の
知
的
昇
虹
ツ
タ
、
穿
圃

気
を
求
め
て
轟
辞
な
武
村
が
集
ま
り
、

新
し
い
ピ
■
璧
貰
卑
語
講
堂
ま
れ
■
ま

す
唱
モ
碍
貴
重
鹿
部
市
資
源
が
大
学
で

あ
堕
ま
す
。
江
別
市
に
は
、
私
宜
大
学

三
嘩
私
立
短
期
先
学
二
嘩
専
値
学

校
二
嘩
各
種
学
校
三
槙
が
あ
り
、
亜

国
規
嘩
四
散
育
て
文
化
機
能
宙
担
う
と

と
も
旺
1
本
市
田
敵
軍
文
化
由
向

上
に
寄
与
し
て
き
ま
ー
左
。
こ
れ
ら

大
学
等
に
学
ぶ
学
生
は
、
一
二
、
五

日
□
A
を
嘩
且
∵
都
市
に
清
新
な
凰

暁
と
躍
動
恵
与
重
宝
苛
壷
す
。
■
ま

た
、
教
育
環
境
と
学
術
研
究
機
能
■
の

水
準
は
、
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
道

内
旺
誇
る
寛
政
都
市
壁
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
町
ま
す
。
こ
習
音
壷
■

環
境
面
中
で
各
大
学
で
嘩
時
代
画

題
展
や
社
会
軽
野
田
変
化
に
先
駆
的

旺
封
宿
す
苺
た
め
に
学
術
研
究
の
推

進
と
腐
れ
た
人
材
■
田
育
成
の
ほ
か
、

新
た
な
学
部
・
学
科
を
創
設
す
る
な

ど
教
育
魔
境
再
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
大
草
等
の
人
相
∵
研
究

機
能
を
市
民
生
宿
や
地
場
産
葉
な
ど
市

民
レ
ベ
ル
に
過
元
し
て
い
く
た
め
、
産

轟
華
中
宮
田
情
報
変
換
中
交
流
を
通
じ

先
学
等
田
連
携
の
促
進
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
草
彗
去
首
空
軍

酪
農
挙
国
は
、
今
年
食
品
流
通
学

科
を
新
設
さ
れ
ま
し
た
魯
ご
承
知
の
よ

う
曜
北
海
道
は
食
料
基
地
と
し
て
重
光

な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
■
食
品

関
連
産
業
が
基
幹
産
業
と
し
て
地
域
経

済
を
覚
え
て
い
る
と
≡
量
か
』
も
■
．
食

品
流
通
旺
関
す
る
研
璽
蒜
彊
誓
晶

分
野
の
人
材
育
成
が
急
が
れ
て
お
り
、

産
業
、
第
三
雛
産
業
に
通
じ
る
新
た
な

研
究
闇
雲
道
警
品
豊
富
嘩
荘

別
市
に
と
っ
て
か
け
が
免
田
な
い
カ
睦

な
る
と
確
借
』
て
お
り
ま
す
。

国
道
〓
毒
の
酪
農
学
園

に
は
睦

雲
荘
■
婁
豊
蒜
葛
生
呉
完
停
留
所

が
あ
り
葦
す
。
江
別
市
で
は
、
藍
ち
抑
個

性
の
景
観
聖
■
つ
と
し
て
明
胎
以
来
か

ら
の
歴
史
あ
る
レ
ン
ガ
把
活
用
を
進
■
地

≡
晋
産
環
市
民
が
愛
着
と
誇
り
を
稟

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
個

1藍

そ
れ
を
重
視
す
る
た
め
に
も
産
・
学
・

官
の
連
携
を
楳
め
る
岩
と
は
、
ま
さ
し

く
江
別
市
の
ま
も
づ
く
り
の
方
向
と
一

致
す
る
ね
畔
で
あ
り
ま
■
す
8
地
元
旺
根

ざ
し
、
な
お
か
つ
国
際
的
な
視
野
を
持

彗
学
園
■
田
持
っ
て
い
る
優
れ
た
学
術

轟
研
究
田
機
能
車
よ
甲
南
め
、
第
二
祝

皇国遊帽母線宙「蘭・農学層弼札止耳電真停】宮前

創
出
が
必
雫
で
あ
り
、
そ
の
個
性
は
、

そ
の
ま
も
氾
歴
史
や
宜
化
畢
霊
冒
青

苗
こ
■
と
が
重
要
で
あ
る
と
華
見
て
廿
、
愚

か
ら
で
す
払
こ
れ
嘩
苧
園
田
発
展
旺

お
い
で
も

豊
宗
吾
監
晶
畠
箭

ま
す
。
酪
農
学
園
性
、
創
宜
音
量
帯

酉
蔵
先
生
が
唱
整
品
た
三
愛
精
神
囲

も
と
、
健
土
健
民
電
実
学
教
育
を
理
念

と
し
て
、
今
日
ま
で
‥
巴
会
に
貢
献
十
モ

曹
品
蓋
晶
璽
琵
聾
琶
重
苦

と
も
把
、
酪
農
を
基
盤
と
し
た
関
連
産

業
の
発
展
に
寄
与
L
■
て
こ
由
れ
ま
し
た
血

こ
の
精
神
と
理
想
を
生
か
し
■
た
敵
軍

丸
づ
く
り
が
学
園
■
町
歴
史
と
文
化
で
鹿

町
．
貴
重
な
個
性
と
草
見
ら
れ
ま
す
中

骨
横
と
も
、
お
互
い
に
並
居
魅
力
あ
愚

個
性
づ
V
田
を
進
め
、
全
国
に
キ
ラ
週

と
光
る
存
在
を
目
指
し
■
ま
L
■
よ
う
。
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1

私
こ
の
度
監
事
を
過
任
さ
せ
て
戴
き

【

ま
し
た
が
、
在
任

六
年
間
故
力
に
も

拘
わ
ら
ず
職
薫
を
警
世
て
戴
柑
た
満

足
は
、
偏
旺
同
僚
監
事
を
は
じ
め
役
職

貞
皆
様
聖
高
誼
の
賜
物
で
あ
り
瑠
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し
ょ
げ
ま
す
由

私
の
酵
鹿
学
園
と
の
か
か
わ
り
は
評

挙
早
常
務
理
事
、
監
事
と
し
て
通
算

享
先
年
、
更
旺
遡
っ
て
拙
昭
和
九
年
私

■
印
勤
務
し
て
い
た
酪
連
壱
印
の
酌
量

■
田
構
内
把
、
学
園
旧
観
校
と
な
る
酪
農

義
塾
が
創
設
垂
れ
耳
か
ら
卑
旦
彗
鼎

か
ら
、
或
は
内
か
ら
、
そ
の
生
成
発
展

を
親
し
く
見
て
来
ま
し
た
の
で
、
学
園

旺
は
格
別
聖
」
嘩
孟
書
生
苦
妄
す
。

兼
学
も
高
校
も
我
国
■
抑
私
学
描
、
進
■

苧
適
齢
九
日
の
急
減
期
旺
見
事
て
膳
』

い
環
境
へ
の
危
機
感
か
ら
、
大
学
設
置

方
向
旺
改
め
ら
れ
た
甲
草
契
機
に
、
そ

の
存
続
を
か
け
て
観
撞
最
未
と
言
わ
れ

る
大
き
な
変
革
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、

酪
農
学
園
も
■
ま
た
鋭
意
改
革
藍
晋
忌

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
私
学
経
常
に
単
相
る

監
事
碍
職
茸
を
風
雪
と
き
、
私
は
既
陪

高
齢
、
ふ
さ
ね
』
い
捕
新
な
且
相
と
府

変
革
を
望
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
ず
■
。

こ
れ
か
ら
は
身
骨
は
学
園
を
離
れ
ま

す
が
、
教
育
旺
管
理
運
営
旺
日
夜
労
苦

さ
れ
る
役
職
員
由
皆
様
と
、
学
園
を
華

春
と
す
る
華
盤
重
雄
諸
君
田
上
旺
ご
恩

理
運
営
の
改
善
な
ど
、
私
に
は
す
べ
て
が

事
探
蟹
田
新
し
い
経
蝉
で
あ
り
ま
し
た
。

従
っ
て
苦
労
幡
あ
り
ま
』
た
が
、
骨
に
し

て
早
見
ば
垂
様
な
経
験
■
田
地
垂
を
も
つ

こ
と
が
で
き
、
生
涯
の
思
い
出
に
華
＼
を

加
え
雪
盲
が
出
来
た
■
田
は
幸
い
で
あ

り
盲
九
が
私
旺
備
え
ら
れ
た
道
で
あ
っ

た
と
感
謝
を
し
て
海
軍
ま
す
中

共
に
し
た
労
苦
南
中
か
ら
蓼
V
申
変

わ
り
を
尊
に
与
え
ら
れ
て
い
る
三
と
壮

学
園
で
得
た
未
曹
な
財
産
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

鼎
硬
に
な
り
蓋
し
■
た
が
、
不
肖
由
剋

■
を
学
園
に
招
い
て
下
さ
っ
た
黒
澤
酉
蔵

先
生
∵
佐
藤
君
先
生
よ
り
鳴
申
告
し
た

ご
寛
容
と
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
、
ご
蕪
捗
を
終
わ
ら
せ
て
戴
き

ま
す
匂

か
、
ま
茫
色
々
な
悩
み
や
相
啓
雷
品

樺
旺
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
か
に
つ
い

て
熱
心
■
旺
講
演
が
進
め
ら
れ
た
醇

訃
　
報

－

葡
偶

酪
農
禦
蘭
兼
学

尊
新
任
完
四
・
八
・
〓

元
理
事
　
　
早
坂
正
吉
願

享
年
几
三
重

早
坂
正
吉
先
生
■
完
個
北
栴
道
農
業

協
同
組
合
中
央
血
霊
渥
畳
に
は
、
去
る

田
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
轟

散
擾

車
新
任
完
四
三
□
・

教
授

吉
野
　
知
男

〓林
　
正
信

学
園
行
事
日
程
爪
未

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ポ

耳
九
月
）

基
準
の
一

■
部
改
正
膏
制
度
が
自
由
化
由

寵
を
祈
申
、
そ
し
て
蓮
華
由
理
病
症
向

か
っ
て
個
■
性
と
魅
力
溢
れ
る
学
園
づ
V

里
忙
言
荒
萱
■
研
舘
を
祈
■
つ
て
止
み
ま

せ
ん
。

顧
み
て
学
園
と
の
長
い
閲
堕
の
中
で
、

昭
和
四
二
年
招
か
れ
て
尭
院
か
ら
著
任

し
た
常
藩
時
代
田
山
．

□
年
嘩
そ
れ
達

と
は
畑
の
連
曽
我
育
事
業
の
庫
常
で
あ

里
．
し
か
も
学
園
粉
雪
労
組
運
動
な

ど
鼎
も
盛
ん
な
時
代
P
華
圃
も
菅
田
例

外
で
は
な
V
、
ま
た
脆
弱
な
財
政
中
背

第
三

酪
農
学
園

六
月
二
～
二
三
日江
別
市
民
聾
悪
運

二
五
旦
大
壷
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
雲
丁
‥

完
苦
学
仕
記
授
与
式

三
五
且
三
富
二
木
撃
白
樺
欝

七
月
六
旦
大
学
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
テ
プ
ラ

州
知
事
東
学

八
号
一
口
日
高
掟
〕
学
校
祭

学
園
■
型
撃
翠
曙
蓼
未
な
ご
風
力
竜
顔
甘

ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
宇
司
役

旦
及
び
教
職
員
一
同
、
腫
ん
で
哀
惜
■
印

章
芸
華
菅
壷
咤
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
魯

元
常
務
理
事
　
溝
本
恒
男
殿

葦
年
末
几
連

館
奉
恒
男
殿
旺
曜
去
る
九
月
二
四
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
申
♯
学
園
抑
発
展
旺

重
夫
な
ご
尽
力
を
腹
中
ま
し
た
こ
と
に

琴
晶
耕
し
、
学
園
牧
丘
盈
び
丑
職
員
一

盛
ん
で
一
畳
旧
豊
富
挙
る
と
共
に
、

教
祖
昌
研
修
室
開
催

去
る
池
月
三
白
斗
教
職
員
が
黒
揮

一
日
完
哲
関
学
聖
昔

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
■
ま
す
中

且
月
一
旦
青
票
彗
理
科
来
観
購
座

現
評
議
■
晶

尭
原
良
友
殿

記
念
講
堂
に
会
し
、
第
三

酪
農
学
園

一
～
一
七
日

艶
職
旦
研
借
金
が
開
催
垂
れ
頸

卑
回
嘩
東
北
学
院
大
学
鼓
接
で
岡

兼
学
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
せ
ン
ぎ
ー
所

長
で
あ
る
土
声
宿
先
生
を
講
師
旺
措
き

「
人
間
教
育
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
こ
l

こ
ろ
一
と
虚
し
、
学
生
生
徒
由
も
つ
恵

ま
れ
た
鳴
物
を
ど
の
様
旺
引
き
出
せ
る

職
皇
藍
竺
黄
体
暇

一
〇
～
一
六
日
（
高
校
）
　
〟

言
で
克
月
几
日

石
辞
町
民
丑
開
講
塵

九
月
二
一
～
三
三
日
高
撃

亜
種
感
謝
韓

三
田
■
田
酪
農
学
園
鞋
職
員
研
修
会

葦
牢
且
〓
吉

光
原
泉
友
先
生
■
完
・
帯
広
畜
産
東

学
単
量
旺
嘩
羞
草
九
月
二
五
日
ご

逝
去
垂
れ
ま
し
た
。
本
学
園
の
発
展
陪

重
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

深
く
感
謝
し
、
学
園
役
員
盈
び
故
職
員

細
岡
、
謹
ん
で
哀
惜
聖
霊
蓑
す
る
と

共
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



酷農学園だより　相

国　尭　学

科短期東学

♯
爪
撃
畔

晶農道海
路
北

TELOlト386－1111内線2045～2047

ム
「
年
度
の
入
試
結
果

一
九
九
三
年
度
を
損
に
始
ま
ヲ
た
T
出
荷
北
口

東
学
指
莞
真
読
菅
は
1
従
来
行
三
号
き
た

瞭
公
害
制
推
薦
見

郡
晃
、
新
た
に
、
「
産
業
振
興

別
推
薦
且
試
」
を
実
施
す
る
。
■
こ
軌
は

指
定
■
杜
推
薦

苺
樺
昭
轄
値
の
第
二
は
、
酪
農
学
園
大
学
■
日
・
北
海

減
少
細
面
中
1
号

了
苺
学
光
学
・
■
短
期
大
学

東
学
の
各
学
科
に
聞
達
の
深
い
高
校
職

生
桂
在
別
枠
で
選
抜
す

田
志
願
者
艶
は
全
備
■
習
七
二
≡
八
五
名
と
在
り
、

前
年
度
志
願
者
艶
七
、
≡
二
］
ハ
名
に
射
し
て
僅
か

で
は
品
番
が
、
三
％
の
増
加
と
■
な
っ
た
。

内
訳
は
、
■
先
学
が
前
年
度
恵
原
意
顛
芸
「
ハ
≡

一
名
に
討
■
し
■
て
、
普
年
度
」
ハ
、
一
七
妄
晶
六
％

増
と
在
り
、

に
了
貴
品
科
学
科
は
一
四
％
増
と

竜
制
麿
で
あ
る
。
酪
曲
涙
学
科
1
農
業
経
済
学
科
は
農
業
ま
た
時
雄
産
製

造
に
開
す
岳
学
科
在
村
象
と
山
、
農
業
棲
醒
予
定
者
に
は
特
別
摘
産
直

設
け
る
中
盤
品
科
学
科
は
食
品
製
置
ま
た
は
水
産
製
準
に
闇
す
る
学
科

を
対
象
と
耳
鼻
。
畠
晶
流
通
学
科
は
商
業
ま
た
は
農
業
に
関
す
る
学
科

春
田
象
と
す
る
。
な
お
、
討
医
学
科
は
産
業
動
物
謝
医
師
志
望
香
春
対

象
と
一
し
た
選
抜
壷
■
行
う
。

文
理
科
持
鮎
兼
学
と
直
結
し
て
い
て
、
指
定
校
推
薦
も

■
胎
推
薦
、
農
業
棲
継
着
推
藍
と
い
う
特
別
推
薦
制
塵

に
よ
っ
モ
　
こ
■
申
東
学
・
短
期
先
学
に
進
学
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
L
責
い
か
真
如
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
㌔

尭
幅
に
志
願
者
毒
増
や
』
た
。

ま
た
、
尊
年
度
四
円
に
新
設
し
た
烏
口

通
学

醍
学
力
一
見

品
流
通
学
科
の
試
験
科
目
が

科
目
聖
顔
か
ら
選
胴
一
掛
川
目
撃
廉
に
変
更
さ
れ
、
血
囚
わ
世
で
二
両
校
時

奮
二
川
牛
山
リ
占
叫
～
■
H
㌧
h

■
■

㌦
㌔
■
且
も
1・
う

御
幣
猫
鮮
轟
い

科
も
初
年
度
で
は
適
量
が
、
国
三
凸
竜
田
志
願
者

代
薗
成
績
壷
虐
政
化
』
で
、
苦
瓜
血

点
に
凍
る
選
抜
奄
行
う
。

在
集
些
畠
田
七
昨
年
≡

置
認
可
が
お

rH謹叫，．

■
　
　
烏

リ
た
閤
儒
上
∵
推
薦
且
誠
を
別
日
揮
モ
行
い
、
例

年
よ
り
一
九
学
試
院
の
機
会
が
⊇
度
聾
か
つ
た
こ
と

も
東
学
全
備
瓜
志
願

咽
に
架
が
つ
た
と
菅
皐
ら

軋
る
。一
方
も
短
期
東
学
描
、
前
年
度
志
願
者
艶
「

三
口
蓋
福
に
肘
』
で
、
昔
年
麿
は
、
亡
、
一
九
四

名
と
、
九
％
田
減
少
と
な
■
つ
た
。

ま
た
∵
第
一
期
学
力
且
詞
で
は
東
学
・
短
期
兼
学
と
も
、
地
方
試
壁
■
苗

場
垂
帯
広
と
盛
岡
に
新
た
に
設
置
し
、
従
来
か
ら
重
患
重
昂
・
大
阪
i
福

岡
・
重
苦
貰
撃
宜
■
西
め
て
全
売
墓
場
で
璧
膜
で
き
る
よ
う
に
笹
つ
た
。

偏
見
等

尊
卑
、
串
学
短
期
東
学
座
り
重
く
■
田
学
生
が
東
学
へ
編
乱
し
モ
お
り
、

昔
年
麿
も
四
二
岳
が
苗
櫓
し
て
い
る
。
来
年
度
は
新
た
に
食
品
流
通
学

科
二
年
日
学
型
編
且
枠
が
■
設
け
ら
耽
、
従
来
か
ら
あ
る
酷
曲
玩
学
科
・
蓋

嘩
農
学
問
曲
建
学
由
精
神
で
晶
垂
二
■
翌
精
神
に
よ
愚

［
高
校
＝
東
学
・
短
期
光
学
一
貫
教
育
出
が
更
け
ら
れ
愚

Ⅲ
で
晶
患
。
普
年
度
は
五
二
頁
部
直
撃
し
た
。

進
学
に
お
け
畳
も
う
貞
コ
田
特
典
は
、
幸
リ
講
卜
教

範
菖
同
盟
鮎
盟
樺
塩
田
で
、
堂
国
各
地
に
晶
■
竜
キ
リ
罠

卜
戟
轟
兼
学
・
短
期
先
学
に
、
こ
れ
ま
た
同
盟
桂
特
別

推
薦
制
嘩
習
延
等
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
雨

の
北
星
学
園
は
じ
め
、
東
京
爵
明
治
学
院
大
学
、
帯
出

学
院
東
予
短
期
兼
学
へ
は
毎
年
卒
業
生
を
選
っ
て
い
る
。

進
路
状
一
況

宰
嘩
嘩
個
性
化
、
垂
撼
化
の
晴
代
に
田
応
し
て
㌔

苦
選
科
「
英
語
科
、
酪
農
経
営
科
と
い
う
享
一
学
科
が
忍

業
控
清
華

型
一
年
目
、
二

且
、
鹿
■
品

学
科
由
±
年
一
目
編
且

リ
、
普
通
科
は
特
進
爪
特
設
進
学
リ
　
コ
ー
革
蓮
華
』

ト
京
、
就
職
コ
ー
京
と
■
に
館
か
軋
て
い
で
、
菅
祝
菅
弛

前
年
度
比
凸

で
晶
つ
た
が
、

㍍
捏
覗
冊
相
即
酎■

血
■
】

堪一

教
義
学
科
・
経
営
情
報
学
科
型
一
撃
料
が
そ
れ
ぞ

れ
、
〓
扇
城
∵
一
束
誠
減
宮
寅
吉
亘
志
願
者
春

泥
、
ト
」
し
た
。

と
合
わ
せ
て
、
よ
り
一
層
皐
く
仰
意
訳
あ
る
学
生
の
進
学
が
期
待
さ
れ

る
由本

学
で
は
毎
年
、
学
生
募
集
活
動
の
≡
環
と
し
て
堂
国
番
地
の
且
試

の
教
育

糧
に
よ
っ
て
■
∵
各
人
由
特
性
や
進
路
希
望
が

相
談
童
に
奉
加
し
て
お
り
1
号
年
も
道
内
・

卦
合
わ
せ
て
、
］
ハ
口
蓋

粗
鞘
開

国
的
に
も
志

著
を
増
や
し
た
私
立
光
学
甲

環
を
圃
つ
た
。
そ
の
中
で
面
揮
す
る
受
験
生
か
ら
■
「
知
り
合
い
辟
封
匡

実
現
菅
き
る
。
最
近
は
、
卒
業
生
幻
七
割
余
が
進
学
も

三
割
弱
が
就
職
希
望
で
晶
岳
。
近
年
は
、
国
立
寅
撃
た

も
毎
年
合
格
書
直
出
し
て
い
る
。

生
徒
は
明
る
く
健
全
で
、
空
冒
プ
活
動
室
徒
畳
も



藷
東
端

】
▲
　
胃
】
　
　
　
　
　
　
■
ト
　
＋
　
1
■

短
期
大
学
峠
営
琴
㌔

北
海
道
内

も
菓
撃
と
一

吉
在
が

尭
牢
業
生
で
、
良
い
と
■
こ
高
だ
と
紹
介
さ
れ
た
」
、
「
担
任

■l＿ごJ：lJ

医
療
・

Ⅲ
東
学
・
短
期
東
学
艶
校
に
留
ま

つ
た
。

袈
径
庭
中
風
試

本
学
で
は
来
年
度
■
印
璽
膜
生
確
保
に
向
け
て
、

≡
コ
樽
見
試
制
厚
田
改
革
巷
実
施
す
る
白

の
先
生
が
酪
農
未
牢
田
方
で
、
ぜ
ひ
自
分
も
先
生
と
■
同
じ
東
学
に
進
学

し
た
い
」
等
増
田
声
を
聞
く
こ
と
が
重
く
、
垂
ら
た
め
耳
同
窓
生
皆

農
業
・
塁
■
ヲ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
■
U
に
打
ち
込
ん
で
い

る
や酪
農
控
営
科
は
、
学
樺
統
合
槙
も
、
伝
統
を
壁
相
継

様
の
事
学
に
対
す
最
深
■い

思
い
に
感
謝
す
真
壁
芋
重
電

い
で
∵
槙
拙
著
が
圧

雷
、
苦
悶
止
進
学
者
が
重
い
。

専
任
と
も
、
同
窓
生
、
挙
国
聞
儒
者
皆
様
曲
面
彗
左
皿

支
援
、
ご
協
力
を
恕
願
い
』
た
い
田

由
ら
ぬ
ご

一
　
■
　
■
’
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
J
　
■
　
■
　
■
　
■
　
t
 
J
 
J
　
↓
ト
ム
・
”
L
　
■
■
■
■
F
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
F
 
F
 
F
■
F
 
F
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
F
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
F
目
し
■
・
■

同
窓
生
は
■
学
業
学
校
・
宇
野
嵩
岳
垂
痙
毒
舌
む
盲
語
誌
壷

年
度
〔
舶
）
を
明
記
の
う
え
、
講
求
し
て
く
だ
さ
い
。
「
入
試
要

項
車
無
料
で
遠
山
壷
す
。

圭
‥
圭
．

八
一
ヽ
．
【

農業経済学科　闇摘

食品流通学科　郎名

酪農学園だ蓮町・闇

とわ再轟三愛高等学墟

且試事務局
頂LDlト386－1111再録5101

■酷農学部　酪農学科16・5名

相場瞳品科学

謝医学科1．2・田・名

ll 出願期 間粗 さ副 試講 ∃ 合格尭轟 試 島築地

措置 町 7 哨卜 町 2嘲 ！12西 伯）脚 1［也 ・車学 ・帝京 ・未阪

瑚 学瑚 l 冊 鼎叫 昭 5関 2 西 脚 三才15軸 柿 ・鮎 眉間・東京・報 満開

志‾期悍剖 空理田鼎叫 即 9 ・醐 3 月朝酬 ヨ摺 5出 本学 ・帝京 ・大阪

識見試要項は、．謹料共l且田凸円・E現卦郵便小島削。

酪農撃研究科　酪農撃専攻博士1　　　6名

盤生産利用料撃専攻博士卜報

ヨ名医学専嘲博出獣医学研究科

車重学科撫刊

経営情報学科

酪震学園大学と岡田樟

艶九試要項・は、送料共1劇仁旧亡現金■郵便小為替。

皇国制課

酪農経営科牌刊

科 出願期間匝副 l試験田 l 試謳築地
l

描厩 蘭農経営 1訓試用卜 川 7拙 1／23澗 串掛釧路弓ヒ見周哀

眉 目

ll
l ；

普　 通

付27睦匝 2月5・朗

空間 純
音
2躍ヨ附

l

‡亭聖

l
英　 語

蘭農躍常 捏22鮒 本校

■

　

′

．

・

「

　

■

」

日程



酪農学園だよ申　帽〕・柑別　平成削　年10月1聞　第円肯き

‖
■
．
J
．
旺
T
I
L
■
㌧
1
日
㌧
腑
r
．
日
日
■
．
h
．
川
h
J
．
、
り
巨
L
L

甑
周
信
．
F
U

巨
い
け
軒
m
皿
腔
日
脚

．
．
．
1
．
■
ノ
．

■
－
食
品
科
学
科
■
の

現

と

専

龍
l

食
に
関
し
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
中
、
機
能
性
食
品
の
開
発
、
加
王
、

品
質
保
全
な
ど
、
食
生
産
の
広
い
分
野

旺
取
組
み
二
±
世
親
聖
丁
貨
に
応

え
、
高
度
な
専
門
性
の
高
い
教
育
研
究

を
行
う
た
め
一
九
風
八
年
に
開
響
晶

た
。蔵
が
国
初
由
学
科
と
し
て
誕
生
し
た

轟
学
科
へ
■
田
評
価
は
年
々
高
ま
っ
て
瀬

田
ご
品
ま
で
党
政
音
数
由
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
食
に
関

わ
る
社
会
聖
丁
ズ
陪
適
格
に
嘩
見
て

い
曽
」
と
が
わ
か
る
8
一
九
九
一
年
度

か
ら
第
一
期
の
卒
業
生
を
社
会
へ
送
り

出
1
モ
い
る
が
、
本
学
の
特
色
で
あ
る

実
学
を
主
と
し
た
敵
背
内
密
蒜
評
価

も
高
く
食
品
業
界
を
は
じ
め
と
し
各
界

か
ら
も
幅
広
く
求
人
が
あ
り
、
注
目
を

集
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
背
景
と
し
て
、
車
業
と
同

時
に
「
食
品
衛
生
管
理
者
㌔
慮
晶
衛

生
監
視
員
L
の
任
用
贅
格
が
得
ら
れ
る

こ
と
、
教
職
課
程
の
敦
科
目
を
嘩
待
す

る
こ
と
把
よ
り
「
中
華
Ⅰ
種
壷
掛
雪

高
枕
1
程
遠
科
・
農
華
教
員
免
許
』

の
取
得
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に

盛
業
改
良
普
及
員
㌔
■
¶
■
畳
語
改
良
普

及
員
『
毒
物
劇
物
取
扱
庫
住
着
」
の
壁

駒
資
格
も
併
せ
て
取
得
出
来
雪
盲
な

ど
ゝ
専
門
的
で
■
し
か
も
垂
様
な
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
の
育
成
が
行
わ
れ
雪
－
丁
亡
が

尭
き
な
理
由
と
草
見
ら
れ
る
。

一
一
■
ロ
五
島
と
な
ウ
た
が
、
卑
健
闘
連
学

科
間
の
連
携
旺
よ
る
幅
広
■
い
散
華
研

’

究
の
展
開
が
期
待
垂
れ
て
い
る

ま
た
、
奉
学
科
を
昔
む
醸
農
学
科
、

農
業
経
済
学
科
を
■
基
礎
と
し
た
尭
学
院

酪
農
撃
研
究
科
臆
．
醒
蘭
画
「
酵
農
学

専
攻
借
丑
礁
橿
L
旺
加
鼻
血
九
■
九
一
年

に
は
、
「
食
生
産
利
用
科
学
専
攻
博
士
課

程
」
が
開
設
さ
れ
、
鹿
旺
関
わ
る
教
育

研
究
の
高
度
化
と
充
実
を
囲
っ
て
草
鞋
。

こ
■
九
曜
♯
学
科
の
特
性
を
生
か
し
■
た

専
門
性
を
十
分
に
発
揮
し
■
、
社
章
■
市

ズ
に
即
し
た
よ
り
専
門
性
の
高
い
人
相

育
成
を
可
能
と
す
る
も
の
で
期
待
さ
れ

て
い
る
も
由
で
轟
竜
本
学
大
学
院
親

青
は
食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す

る
た
め
、
社
会
的
に
も
期
待
が
大
き
く

つ
た
鹿
旺
関
す
る
関
心
は
よ
寧
高
ま
り

車
学
科
芸
三
上
孟
軍
壁
孟
貰
中

心
旺
決
算
旺
強
ま
り
、
受
入
体
制
聖

層
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。三
■
田
よ
う
に
♯
学
科
拙
開
設
以
帯

革
の
設
置
日
的
■
・
趣
旨
が
十
分
生
か
さ

れ
て
鴇
き
め
細
か
い
教
育
研
究
が
展
開

科
と
し
て
の
蓋
撰
体
制
重
苦
皇
道
置

課
堰
は
夢
い
が
、
串
革
雫
同
窓
生
■
郎

苦
さ
ん
の
力
を
お

り
し
な
が
ら
、

層
の
学
科
発
展
を
目
指
し
努
力
し
た
∵

と
華
毘
て
い
竜
轟
華
来
訪
由
折
把
は

是
非
各
研
究
室
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

き
1
草
生
を
励
ま
し
て
い
た
だ
柑
れ
ぽ

幸
い
で
あ
竜

特
旺
本
草

の
も
つ
実
践
的
科
学
の
研

雫
轟
菅
田
成
果
が
生
か
垂
れ
て
い
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
近
雫
田
社
会
に
お
け
る
国
際

轟
学
科
嘩
当
初
見
学
定
員
且
田
島

で
開
設
し
た
が
社
章
聖
丁
窟
聖
層

応
え
る
た
め
、
一
九
九
□
年
よ
り
臨
時

定
見
増
国
口
名
を
加
え
二
一
田
島
の
見

学
定
見
せ
し
た
凸
卑
重
度
妥
且
荒
兢

工
、
流
通
、
消
費
に
至
る
教
育
・
研
究

化
の

臆
目
を
み
は
る
も
田
が
あ
り
、

皇
甘
庭
整
忙
庖
晶

通
学
科
」
が

開
設
さ
れ
ご
」
恥
に
伴
い
乱
撃
審
晶
は

♯
学
科
で
も
、
こ
れ
旺
槽
極
的
な
鞄
堕

組
み
を
■
行
っ
て
恒
竜
こ
れ
ま
で
■
田
中

国
・
韓
国
か
ら
由
研
究
品
田
壁
乱
れ
に

加
卑
プ
真
芯
・
ネ
パ
ー
ル
な
ど
畳

乱
国
も
広
が
申
、
菓
学
研
究
に
よ
る
技

術
■
碍
習
得
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
卑

現
在
∵
垂
地
球
的
テ
ー
マ
の
蠣
■
つ
と
な

さ
れ
て
き
た
が
、
l

A
塀
甲
畢
生
と
福

祉
旺
聞
智
宜
蒜

課
題
は
轟
く
、
現

在
■
田
社
会
状
配
変

化
は
激
L
v
、
社

会
的
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
い
竜

卑
襖
も
、
社
会
と

田
腰
点
を
広
く
持

ち
、
実
学
を
中
心

と
し
た
実
践
的
学

科
と
し
て
高
度
な

専
門
性
を
進
展
さ

せ
る
こ
■
と
が
重
要

と
華
毘
て
い
串
。

ま
た
、
社
会
に
出

ら
れ
た
串
菓
生
■
印

憩
躍
を
期
待
す
る

■
と
と
も
に
直
嘩

聞
撃
苦
晶
ず
苧

・
一

臣
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ロ
ト
ト
ト
r
H
．
．
．
．
昌
＼
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
”
圧
、
上
1
L
r
．
1
．
了
ト
セ
T
］
r
ト
巨
ト
．
”

汗
と
票
と
笑
い

「
三
愛
維
新
」

卑
年
度
の
学
校
祭
は
、
七
月
且
田
■
印

仮
装
行
列
を
皮
切
り
に
、
九
日
、
ス
干

上
藍
彗
『
　
山
口
■
田
嘩
一
二
一
田
口■皇r．等量

上学聴儲・偲儲：行剖

碍
学
校
生
悟
の
良
い
章
恥
可
と
も
な
る

■
で
あ
ろ
う
。

熱
い
貫
・
卓
〓
圃

皇
国
高
睡
薩
瞳
廼
活
躍

今
年
の
暑
い
夏
嘩
■
各
地
匡
車
等

皇
道
先
金
を
勝
ち
抜
い
た
電
車
樺
講
ボ

ー
ッ
空
フ
ブ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
芸

子
）
ソ
フ
ト
千
三
ス
（
男
室
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
妄
孟
空
手
道
嵩
ま
ぬ

チ
ー
ム
お
よ
び
個
人
聖
一
五
名
が
、
全

国
高
枕
総
体
丁
富
山
東
金
に
、
北
緯
堪

島
地
北
高
嘩
第
二
回
戦
で
も
新
鶴
長

■
浜
高
校
に
勝
ち
年
全
国
ペ
ス
ト
一
六
に

且
っ
た
。
■
空
手
道
で
嘩
∵
柑
由
君
香
過
料
三

年
）
が
男
芋
型
の
部
で
準
決
勝
進
出
を

果
た
し
た
。
年
々
出
場
故
も
増
え
て
い

雪
盲
は
∵
本
校
聖
苅
気
重
を
物
語
っ

て
い
る
。
l

文
化
の
秋
を
さ
わ
や
か
に

九
月
六
∃
、
S
T
V
放
送
の
r
ど
き

ん
こ
ワ
イ
ド
」
で
お
な
じ
み
の
星
沢
幸

子
氏
を
講
師
と
L
■
耳
『
‖
T
A
主
催
文
化

講
演
会
が
行
哲
聖
賠
市
民
も
垂
散
轟

テ
ー
マ
は
「
新
棟
軸
」

夢
を
追
う
男
短
毛

聖
運
営
科
の
収
穫
感
謝
寮
臆
戯
業

空
フ
プ
聖
餐
生
血
罰
連
携
し
て
九
月
二

一
日
、
前
夜
雫
（
恒
例
ジ
ン
ギ
ス
カ
と

二
二
二
≡
目
に
ね
た
三
豊
芸
苗
盃

母
を
迎
見
て
行
わ
れ
た
中
浦
常
会
は
先

輩
で
農
業
改
良
背
盈
且
と
し
て
活
躍
中

釦
画
梅
豊
頗
氏
を
講
師
と
し
て
招
い
た
匂

鹿
夕
の
技
術
発
司
農
作
業
運
動
会
な

ど
楽
虹
官
有
意
義
な
行
事
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
学
院
と
の
国
際
売
萬
流

九
月
二
日
、
ア
ジ
ア
学
院
よ
り
イ
ン

ド
を
は
じ
め
由
ヶ
国
の
古
村
が
来
校
さ

れ
、
英
語
科
と
聖
蒜
野
望
晶
範

な
か
で
イ
ン
ド
の
舞
踊
も
睡
露
さ
れ
楽

し
い
ひ
享
亡
き
と
な
っ
た
。

篭
■
l
i
■
」
l
■
‖
帽
■
l
■
E
■
E
■
≡
■
託
■
■
■
芦
l
■
・
l
・
h
l
喜
■
■
■
嶋
L
l
■
l
■
l
■
l
■
H
l
t
l
t
H
l
t
l
■
【
l
t
・
l
■
l
T
．
1
i
l
t
l
■
l
■
■
・
l
■
l
川
t
l
t
■
■
■
l
■
■
■
■
■
l
■
t
l
J
’
l
t
l
t
・
l
山
王
1
■
ヨ
t
■
■
「
l
血
－
■
欄
i
≠
．
■
t
且
r
川
l
＿
・
l
■
膚
，
＿
u
t
‘
l
■
■
t
L
，
■
■
■
l
P
d

代
表
と
し
て
、
出
尊
し
、
持
ち

カ
苦

加
し
■
て
有
意
義
聖

時
が
持
た
れ
た
凸

さ
と
情
熱
を
余
す
こ
と
な
く
ぶ
つ
け
、

琴
見
尽
く
し
て
き
た
亡
特
に
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
は
、
第
一
回
戦
で
彊

且
ほ
ど
聖
日
焼
の
方
々
を
迎
え
て
、
講

テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
そ
し
て
、
例
年

盟
晋
竜
塑
吉
富
『
橡
志
園
」
『
恵
明

固
」
二
甲
万
々
と
楽
し
い
綱
時
を
過
ご
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
展
開
さ
れ
蓋
し
■
た
中
生
社
血
蒜
愚
夫

の
行
事
と
し
て
い
る
こ
の
行
事
は
、
生

徒
田
ア
イ
デ
ア
と
閏
酷
と
活
動
の
■
中
に

生
ま
れ
る
、
汗
と
頭
と
某
い
が
互
い
の

借
席
と
自
信
と
な
■
三
上
昔
冒
虚
甚
す

る
と
こ
ろ
旺
ね
ら
い
が
あ
る
8
テ
ー
マ

F
三
愛
維
新
』
は
1
生
徒
た
ち
望
遠

▲女子バスケットボール

▲文化講廟尭

冒
毎
左
耳
の
中
電
平
和
蕃
専
見
る

卑
年
の
平
和
週
間
は
脾
旺
『
情
諌
」

旺
視
点
を
据
え
て
行
わ
れ
た
匂
戦
硬
玉

■
田
年
を
い
か
に
迎
見
る
か
。
忘
れ
て
は

な
ら
ぬ
事
柄
の
掘
起
し
を
踊
っ
た
。

■
帝
展
経
営
科
の
近
況

－
今
に
生
き
皐
機
農
魂
－

酪
農
経
営
科
は
、
酪
農
学
園
陪
お
け

る
菓
学
敵
背
の
先
駆
け
を
成
し
た
感

農
学
槙
」
申
教
育
理
恵
と
伝
統
を
今
に

引
き
継
で
学
科
で
あ
る
匂

在
校
生
一
二
口
車
は
、
重
点
寮
旺
宿

泊
L
■
∵
規
律
正
し
い
生
活
と
継
続
的
な

農
場
実
習
を
背
景
と
す
る
教
育
聖
昌

ぎ
7
品
が
体
系
的
に
展
開
さ
れ
て
い
竜

一
■
二
重
祝
は
、
朝
夕
抑
農
場
当
番

陪
加
え
鴇
情
報
処
理
卑
生
噛
工
学
基
礎

を
含
む
教
科
ご
と
の
実
験
尭
闇
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
き
め
細
か
に
組
ま
れ
て
い

竜
三
年
韓
は
、
課
題
研
究
∵
農
家
垂

託
実
習
お
■
よ
び
海
外
酪
農
所
懐
旅
行
を

必
備
さ
せ
垂
琶
生
徒
四
線
合
力
と
実

践
的
意
欲
を
撃
つ
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ

る
「
槻
」
を
捉
え
る
力
を
養
う
試
み
が

多
角
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
中

在
校
生
の
几
玉
髄
が
農
業
■
相
模
継
な

い
し
は
新
規
重
苦
目
指
し
、
全
国
各

地
か
ら
目
的
意
識
を
も
っ
て
集
い
切
磋

苛
磨
す
る
著
者
田
城
で
も
あ
る
申
ま
た

昨
今
由
見
学
者
は
∵
機
農
高
校
を
ほ
じ

畢
豊
島
学
園
．

O
B
田
子
弟
が
審
V
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ま
さ
に
卒
業
生

諸
氏
の
蓋
操
と
揺
る
が
ぬ
基
盤
■
田
上
に

存
立
す
る
学
科
、
と
言
っ
て
も
過
言
で

な
い
。

ニ
草
野
整
嬰
彗
早
朝
の
牛
舎
菓
菅

も
一
遇
し
た
一
年
生
は
一
段
と
■
彊
し
く

祝
え
、
二
年
生
は
農
業
空
了
ぎ
ゃ
亜
種

会
活
動
の
中
横
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
性
を

示
し
は
旺
め
て
い
竜
三
年
生
時
、
酪

農
研
値
旅
行
由
準
備
や
課
題
研
究
抑
ま

と
め
、
更
に
は
進
学
に
備
え
る
ハ
ー
ド

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
旺
取
り
組
む
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

L

．

Ⅶ

甘

．

∃

「

■

1

．

■

i

．

町

軋

．

叫

h

甘

札

等

t

■

尋

t

■

弓

i

零

．

■

ヨ

．

正

一

．

弓

i

i

i

岩

i

6

．

．

．

に

．

己

．

■

罫

忘

．

監

許

乱

．

E

．

■

i

．

！

－

．

■

i

．

■

i

弓

等

．

■

1

■

i

弓

ま

．

．

ヨ

■

i

i

．

Ⅶ

1

嶋

j

』
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横
農

D
期
同
期
馨

六
月
四
国
、
露
出
裸
に
耳
元
講
師
通

草
半
田
の
両
氏
を
摘
喝
当
時
申
瑞

農
魂
と
実
学
戟
背
巷
智
晶
、
改
め
て
建

学
再
戟
蘭
理
念
た
つ
日
誌
学
習
会
が
出

来
、
感
慨
無
量
面
感
を
深
く
し
た
凸

短
期
大
学
五
期
同
期
会

五
月
二
几
臼
、
産
山
喋
で
学
習
講
座

猷
医
学
科
几
期
生
学
習
研
博
幸

七
月
二
二
日
、
車
学
獣
医
学
科
会
議

室
に
点
い
て
、
春
先
生
方
と
の
研
博
交

流
等
巷
行
い
職
菓
敵
背
学
習
申
役
割
を

果
た
す
事
が
出
頭
尭
■
凸
■
同
君
盤
は
計
画

的
に
本
学
と
の
技
術
璧
読
宙
画
宮
と
と

も
に
学
科
と
の
静
を
強
め
て
い
る
白

来
年
は
「
〓
一
期
同
期
会
」
杏
開
催

1
．
ま
す
。

を
開
催
、
本
学
よ
り
原
田
、
土

田
両

先
生
を
栢
碍
し
、
本
学
の
建
学
精
神
を

振
り
返
っ
て
、
祉
藍
生
括
四
田
年
に
ふ

さ
わ
し
い
生
涯
戟
育
学
習
会
が
で
革
っ

て
、
ま
た
先
生
方
と
再
思
悍
田
な
い
交

換
会
が
で
き
有
意
義
に
牌
冒
し
た
。

去
る
一
口
月
一
団
、
江
別
市
野
幌
町

臆
で
昇
一
回
路
会
を
開
催
。
線
条
は
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
嘩
審

議
が
行
由
れ
た
ご
」
の
中
で
、
審
査
由

所
在
密
明
確
に
す
畠
た
由
、
名
称
を

『
酪
農
学
園
貸
虐
同
志
会
』
に
変
更
し

た
い
旨
詣
宙
■
九
、
承
認
者
軋
た
■
。
ま
た
、

鮨
願
い

終
身
金
環
を
鰯
納
め
頂
い
て
い
な
折

方
に
は
、
．
車
台
由
主
旨
を
慮
裡
晶
取
掛

翠
畢
F
」
送
金
宥
恕
願
い
致
し
ま
す
。

内
振
込
み
先
》

北
確
渥
拓
殖
銀
行

・
■
注
別
董
店

苦
過
日
座
　
≡
□
九
〓
≡
九
七

寅
藍

土
茎
室
長
　
山
下
正
貢

貴
の
顧
問
に
佐
藤
名
誉
理
事
長
、
逆

問
い
合
わ
せ
嘩

樺
購
課
　
墾
田
〓
1
二
円
」
T
ヨ

佐
理
事
嘩
牛
島
学
園
長
が
推
戴
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。
醍
彙
観
嘩
畢
親
喪
が

行
わ
れ
、
泉
有
の
再
会
に
帯
旺
尽
き
な

か
っ
た
。

栃
木
県
真
部
同
意
馨

七
月
几
団
那
覇
塩
原
温
泉
に
て
開

催
、
本
学
よ
り
牛
島
学
園
長
、
同
窓
会

運
青
虫
よ
且
筒
摘
会
長
二
戸
審
問
頭
蓋

部
事
務
局
長
が
出
席
、
同
寄
金
情
動
と
■

革
の
使
命
に
つ
い
■
て
の
学
習
会
と
忠
博

の
な
い
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
凸

重
曹
女
子
高
校
一
一
期
同
期
会

新
潟
県
支
部
同
窓
会

六
月
一
几
喝

…
に
で
開
催

同
雷
生
九
田
老
、
旧
現
戟
‖
職
貞
≡
丑
葛

が
出
嘩
グ
ル
ー
プ
に
蓋
畠
学
習
討
議
、

続
い
て
重
体
学
習
と
交
流
が
聞
古
九
着

忠
魂
に
路
子
L
尭
■
。

几
月
五
日
、
新
圃
市
に
て
同
県
在
住

同
窓
生
に
産
品
学
習
会
杏
開
催
、
本
学

よ
甲
平
尾
学
軍
阿
部
獣
医
学
科
長
が

出
席
、
本
学
と
間
富
貴
活
動
に
つ
い
て

の
学
習
と
交
歓
会
を
行
う
た
。
号
砲
面

情
動
の
実
践
に
期
待
し
た
い
。

瑚


